
全体最適化手法のひとつ

自治体クラウドの推進

情報システム共同利用推進協議会

(群馬県前橋市・高崎市・伊勢崎市)
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前橋市の紹介

国土のほぼ中央,四方から高速道路が交わる物流拠点

群馬県の県庁所在地,人口33万人の中核市(関東平野北西部)

四季折々の美風景を舞台に多くの詩人が活躍した「詩のまち」

近代には全国有数の養蚕基地として名を馳せた「糸のまち」

2

都心から100Km,1時間圏内の近さと自然災害の少なさから

「首都機能バックアップ都市」としての潜在性

豊かな自然と充実した住環境 居心地よい暮らしができるまち
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http://www.shoken-gakuen.ac.jp/university/about/message.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Gunma_University_Hospital.JPG
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Social_Insurance_Gunma_Chuo_General_Hospital.JPG


豊かな自然と文化のまち
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赤城山(あかぎやま)
日本百名山・日本百景 夏はresort冷房完備

冬は
氷上ワカサギ釣り
湖上トレッキング
雪遊び

文化薫る広瀬川沿い

萩原朔太郎記念
前橋文学館

岡本太郎作

太陽の鐘
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前橋市
伊勢崎市
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構成団体と人口
前橋市 336,394人
高崎市 373,281人
伊勢崎市 213,259人
3市合計 922,934人
(2019年９月現在)

ITS：Issue Tracking System プロジェクトマネジメントツールの一種(課題追跡システム)
PaaS ： Platform as a Service ネットワーク経由で業務システムソフトウェア実行用のプラットフォーム機能の提供を行うサービス
SaaS ： Software as a Service ネットワーク経由で業務システムソフトウェア機能の提供を行うサービス

高崎市

①2011年６月

・前橋市，高崎市，伊勢崎市の3市で

「三市情報交換会」を開催

・住基法改正対応を共同で実施

②2013年４月

・「三市合同情報政策研究会」と改称

・業務運用管理ITS導入，PaaS環境共同利用，

マイナンバー制度導入等を共同で実施

③2015年4月

・「情報システム共同利用推進協議会」を3市で組織

・2020年1月の自治体クラウド(SaaS)稼働を目指し

導入実施設計からデータ移行に至る事業を実施中

5

自治体クラウド化に至る経緯
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最大のメリットは業務効率化
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☆コストよりも…。

・増員なし

・人事ローテーションに対応しながら

前橋市 高崎市 伊勢崎市 前橋市 高崎市 伊勢崎市 前橋市 高崎市 伊勢崎市

市側 業務端末　等 単独リース 単独リース 単独リース 単独リース 単独リース 単独リース 単独リース 単独リース 単独リース

独自カスタマイズ

業務システムソフトウェア

ＯＳ・ＤＢ等ソフトウェア

仮想化基盤・ハードウェア

データセンターファシリティ

設置 構成要素

デ
｜
タ
セ
ン
タ
｜
側

ホスティン
グ

ハウジング

2014年まで 2015年〜2019年 2020年から

使用料

単独リース

使用料

単独リース

使用料 使用料 使用料使用料
共通カスタマイズ

ＳａａＳ

ハウジング

ＰａａＳ

約20％削減
3市全体の経費的効果

(構成要素囲み内での比較)
約40％削減

コンビニ交付の開始

伝わるデザインの採用

ＰａａＳ，マイナンバー，自治体クラウド化を展開できた！

業務効率化

経費適正化

品質確保
帳票BPO約50%削減



共同利用事業の実施体制
(導入実施設計から10年間の運用までの間)
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共同利用
事業PMO 3市合同

導入・移行
プロジェクト
→ SLM委員会

事務局
(情報部門)

業務運用管理 ITS(REDMINE) 情報システム
ベンダ

住基,印鑑,戸籍･文字基盤,国保資格,国保賦課収納,国保給付,医療助成,年金,介護資格,介護認定,
介護賦課収納,介護給付,後期,市民税,資産税,軽自,収納,税証明,法人市民税,事業所税,子ども,
選挙,滞納整理,健康,児手･児扶,特児扶,障害,生保,包括,飼い犬,貸付,住宅,学務,農業,給食費

情報システム共同利用推進協議会 合同ICTガバナンス執行体制(2018.4～2029.12)

「協定書」及び「事業実施に関する覚書」に基く事業実施体制で

あり、個別の市とベンダ間の会議体(コミュニケーション)は存

在しません。

35業務
ワーキング

グループ

「提案書」及び「契約書」に基く事業

実施であり、協議会とベンダ間で委託

範囲の曖昧さは存在しません。

業務ワーキング
グループ
(業務部門)

Copyright © 2019 City Maebashi All Rights Reserved.

コミュニケーション

コスト圧縮と建設的

な合意形成に有効
報告協議
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経費適正化のために
(自治体クラウドに引越しする効果を最大化する)

8

☆中核市対応の自治体クラウドパッケージが2016年時点で少数のため、選択肢を減らさぬことを最優先に！

①追加機能要求の削減
3市の業務部門担当者で構成する業務ワーキンググループが、業務遂行に必要な機能について1年半の時間

をかけて洗い出し、調達仕様書の中核をなす機能要求一覧としてまとめることで、ベンダ決定後の追加機能要

求をなくしました。

②カスタマイズに頼らない業務運用
4回に分けて情報提供依頼を行うことで、市場にあるパッケージの機能実現状況を調査し

カスタマイズに頼らない業務運用を確認して、機能要求一覧に反映しました。

例)機能の有効性に寄与しない見た目や操作性は追求しない、既存機能の組み合わせ提案や

運用回避案を受け入れる、パッケージ実装しているベンダの数が少ない機能は技術点の

加点要素とする、機能要求の理由を明確化しベンダによるパッケージ機能強化を促す 等

③パッケージにあわせた業務運用体制の構築
本稼動1年前に、実データを移行したパッケージ機能確認環境を作成し、業務ワーキンググループが年間の

実業務を行うテスト期間を設けることで、パッケージに合わせた業務運用体制を構築する時間を作っています。

【おまけ】運用時に発生するカスタマイズ要望は各市からは認めず、業務ワーキンググループからのみとし、

協議会事務局による実施判定を経て、機能実装するまでの手順を、調達仕様書にあらかじめ明記しました。
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共同利用事業スケジュール
(自治体クラウドに引越しした一例)
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多段階RFI

業務要求仕様

をWGが作成
本稼働1年以上前にデータ

移行と業務運用のテスト

ここまでは単年度実績の積重ね

ここから2029.12まで3市合同

システム間連携・

情報提供NWS連携

テストに時間を割当

※中核市規模3市が2016年当時にベンダ各社から得た情報に基づき作成ました。今後のシステム標準化・広域クラウド化動向

により、RFPまでのスケジュールは圧縮できますが、1回目のデータ移行テスト以降の工程はもう少し期間が必要と考えます。

情報部門組織化

目標の明確化

見直し・改善

業務部門組織化

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ管理



業務の全体最適化に向けて
(クラウド化を契機とし業務効率化を追求し続ける)
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・持続する事業とするために～自治体クラウド化がゴールではない～
協議会で自治体クラウド化を事業化する際に、先行事例の自治体クラウド化後のコスト上昇事例を分析した

結果、業務の全体最適化を追求してカスタマイズは一度限りとする運用と、システム移行を前提とする調達を

続けていくことで合意しました。

これを実現するために、事業の実施体制を整備し、調達時に決定しておくべき事項を整理し、全て調達仕様

としてベンダに公表して提案依頼する調達活動を今後も行い続けていきます。

例)中間標準レイアウトに準拠したデータ引渡しを、運用契約の事務引継仕様として盛り込んでおくこと。

システム移行に必要な事項について、調達仕様にあらかじめ組み込んでおくこと。 等

・相互に情報交換をしましょう！
自治体クラウド化に向けた調達仕様、工夫して組み込んだポイント、

具体的な仕掛けや事例等は、業務運用管理 ITS(REDMINE)の仕様も含

めて、システムベンダ、SIer及びコンサルの関与はなく、協議会が

独自に保有する情報です。今後も、他自治体からの情報提供依頼に答え

ていくことで、市場全体が活性化しパッケージの選択肢が増加し、

協議会にとっても利益につながることを願っています。

Copyright © 2019 City Maebashi All Rights Reserved.

詳細については、J-LISの事業実施報告書をお送りし
ます。ぜひLGWANメールで近況をお知らせください。
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プロジェクト体制
(フェーズごとに協議会の会議体を変遷)
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少数 多数
浅 深

情報部門 合同SLM委員会

業務部門
パイロット

業務ワーキング
グループ

　　　　　　　　　　　情報システム共同
　　　　　　　　　利用推進協議会事務局

担当者

合同導入・移行プロジェクト

合同業務ワーキンググループ（35業務）

事業者

情報部門
全体最適化担当(コアメンバー)

全体最適化視点の浸透

ステークホルダー（会議体・人数）

共同利用事業PMO

　　　　　　　　　　　フェーズ
メンバー

計画立案
2015.4～2016.6

仕様検討・
システム選定

2016.7～2018.6

導入・移行
2018.7～2019.12

運用
2020.1～2029.12

CIO補佐官

報告協議 保守運用

手助け・後押し 協力

・会議体の役割と責任範囲を明確化
・情報部門は3階層(マネジメント・企画調整・実務)で１会議体づつ
・業務部門は35業務ごとに(業務WG)１会議体
※単独市で構成する会議体はなくすべて3市合同で組織



グラウンドルールの徹底
(導入・移行フェーズの説明ポイント)

13Copyright © 2019 City Maebashi All Rights Reserved.

グラウンドルール適用場面 説明内容
ポイント例

（表現は短文かつ図案化）

事業者とのコミュニケーション
（協議会ITSを利用した）

課題管理ワークフローとして利用
・手戻り厳禁
・コミニュケーションルールについて

自治体クラウド事業 共通認識の徹底
・追加の機能要求はできません！
・合意はWGで

対面によるディスカッション
効率良く手戻りなく進めるために
徹底

・議事録は3枚
・議事録の取り扱い

機能検証サイクル
機能検証のために必要となる共
通認識の徹底

・検証サイクルスケジュールの作成
・検証作業の注意ポイント

※業務ワーキンググループごとに、事務局から直接対面により説明。

次ページ以降に、業務ワーキンググループへの説明時に使用した「紙芝居」
の抜粋を紹介します。
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帳票の標準化
(通知書等の一貫作業委託～脱4.5インチ)
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旧 納税通知書 新 納税通知書
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全体最適化の一環
(自治体クラウド事業等は手法のひとつ)
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人材と変革
の視点

業務プロセス
の視点

顧客の視点

財務の視点

1.職員能力の育成

2.ノン
カスタマイズ

3.公平な調達
6.中間標準レイ
アウトの利用

5.コスト削減

4.住民満足 7.成果の展開

他自治体クラウド
グループとの連携

団体間連携

使いこなし

バランスを保ち舵取り

現実解 義務

活性化
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システム形態の整理
(引っ越し先の認識合わせ)
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オンプレミス 所有 庁内 高

ハウジング

ホスティング 所有or

自治体共同利用 利用 共同 低

単独クラウド

広域クラウド

自治体クラウド 共同

※灰色部が不利要素

庁外
利用

利用

利用

提供
地域

運用
管理

ＴＣＯ

所有 所有

可能
限定

単独

カスタ
マイズ

不可
単独

国内

　　　　　　要素
　形態

ハード
ウェア

ソフト
ウェア

データ
の所在

ファシ
リティ



システム更改時の事務負担
(引っ越し先の認識合わせ)
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引越 ノンカス サービス 共同 引越 ノンカス サービス 共同 引越 ノンカス サービス 共同
オンプレ・ハウジング ○ ○ ○ － ○ △ ○ ○ ○ △ ○ △

ホスティング ○ ○ △ － ○ △ △ ○ ○ △ △ △

自治体共同利用 ○ △ ▼ ▼

単独クラウド ○ △ ▼ －

広域クラウド

自治体クラウド

引越 ノンカス サービス 共同 引越 ノンカス サービス 共同 引越 ノンカス サービス 共同
オンプレ・ハウジング ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

ホスティング ○ ○ △ － ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △

自治体共同利用 ○ ○ ▼ △ ○ ○ ▼ ▼

単独クラウド ○ △ ▼ － ○ △ ▼ ○ ○ △ ▼ △

広域クラウド ○ △ ▼ － ○ △ ▼ ○ ○ △ ▼ △

自治体クラウド ○ △ ▼ ▼

引越 ：　業務運用再構築、データ移行、環境基盤整合、他システム連携構築、調達事務

ノンカスタマイズ ：　業務運用確立、規則等改正

サービス利用 ：　ＳＬＭ運用、制度整合、ネットワーク接続

共同利用 ：　仕様調整、団体間合意、契約整合

単独クラウド 新規自治体共同利用 自治体共同利用加入

　　　　　　次期
現行

　　　　　　次期
現行

広域クラウド 新規自治体クラウド 自治体クラウド加入

○：負担 △：同等 ▼：軽減 －：なし



システム更改時の経費負担
(引っ越し先の認識合わせ)
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○：負担 △：同等 ▼：軽減 －：なし

引越 開発 環境 運用 引越 開発 環境 運用
オンプレ・ハウジング ○ － ○ ▼ ○ △ ○ ▼

ホスティング ○ － △ ▼ ○ △ △ ▼

自治体共同利用 ○ △ △ △

単独クラウド ○ － △ △

広域クラウド

自治体クラウド

引越 開発 環境 運用 引越 開発 環境 運用
オンプレ・ハウジング ○ － ○ ▼ ○ － ○ ▼

ホスティング ○ － △ ▼ ○ － △ ▼

自治体共同利用 ○ － △ ▼

単独クラウド ○ － △ ▼ ○ － △ ▼

広域クラウド ○ － △ △ ○ － △ ▼

自治体クラウド ○ － △ △

引越 ： システム導入、パラメータ適用、データ移行、環境基盤整合、他システム連携構築

開発 ： カスタマイズ

環境 ： データセンター、アクセス回線

運用 ： 運用サービス、保守運用

　　　　　　次期
現行

単独クラウド 自治体共同利用

　　　　　　次期
現行

広域クラウド 自治体クラウド



いまできる準備
(事務引継事項の明記①)
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業務委託仕様書に事務引継を明記した例

委託期間の満了、全部若しくは一部の契約解除、その他契約終了事由により本業務の終了が決定した場合に
は、受注者は本業務を業務終了日まで継続して遂行するとともに、別紙2に従い事務引き継ぎを実施しなけれ
ばならない。
なお、委託期間満了により本業務が終了する見込みのときは、発注者と受注者であらかじめ事務引継方針を

協議するものとし、契約満了のおおむね18か月前までに合意することとする。また、受注者の都合により本
業務を終了する見込みの場合にも同様とする。

別紙２
１ 次期システムへのデータ移行
(1) 次期システムへの移行に必要となるデータ(過年度データを含む)を、発注者に提供すること。
(2) 上記データの利用に必要となる資料を発注者に提供すること。
【例示】①移行ファイル構成表 ②移行ファイル関連図 ③データ項目一覧表 ④コード構成表

⑤コード一覧表 ⑥文字コードに対応するフォント表示一覧
(3) データの文字コードはISO/IEC 10646(移行着手時の最新)とし、IPAmj明朝フォント(移行着手時の最新

Ver)とのコード対照テーブルもあわせて発注者に提供すること。
(4) ISO/IEC 10646(移行着手時の最新)から他の文字コード体系へ変換するための、移行着手時における最新
のコード対照テーブルの全てを発注者に提供すること。

(5)発注者に納品済みのドキュメントについて、上記(1)、(2)と組み合わせてデータ移行に利用することを許
諾すること。

(6) 上記(1)、(2)は「中間標準レイアウト仕様」(総務省-移行着手時の最新)の考え(表形式)を踏襲し、必要十
分な項目を備えたものとし、業務固有の作成ルールを踏まえ対象業務範囲内について対応すること。なお、
中間標準レイアウト仕様に定めのない業務範囲や、業務固有の作成ルールを逸脱する部分については適用範
囲外とし、発注者と受注者で別途協議を行い対応すること。 続く



いまできる準備
(事務引継事項の明記②)
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続き
(7) 上記(3)、(4)はデータ提供時点の標準化の動向に応じて、発注者と受注者で協議し文字コード体系を変更
可能とする。

(8) 次期システムへの移行にあたり、発注者及び次期システム構築業者と3回の打合せに出席すること。
(9) 次期システムへの移行にあたり、本番移行やそのリハーサルを含め3回のデータ抽出を実施すること。ま
た、初回データ提供後は速やかに上記(8)の初回打合せに対応し、その後、3か月間は発注者を介し、発注
者及び次期システム構築業者の問い合わせにメールにて対応すること。

２ データ移行後のデータ削除
上記1のデータ移行完了後に発注者の指示によりデータ削除を行い、その結果を書面にて報告すること。

契約を締結する際に追加すべき観点

・システム移行に必要なデータ(中間標準レイアウト形式と独自形式)
・除票及び戸籍の附票の除票の150年保存対応に必要なデータ
・一定期間保管目的のデータ
・一定期間閲覧目的のデータ

その他にも、お気づきのポイントを共有して、より良い契約仕
様にブラッシュアップしていきませんか。
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2040への助走
(自治体行政スマートプロジェクトも手法のひとつ)
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「情報の非対称性」
解消のためにも連携を
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契約成立前の情報の非対称性は逆選択を引き起こす
…品質を調べるコストが大きいと玉石混交の市場取引→市場が成立しなくなる

自治体クラウドパッケージに関する情報量は

パッケージベンダ ＞ 自治体クラウドグループ

※システム等標準化の動向により情報の非対称性解消に向かう

自治体クラウドグループに関する情報量

パッケージベンダ ＜ 自治体クラウドグループ
※RFI時点では積極的に情報発信を行えるが5～10年間隔の不連続的情報

そこで、システム利用の現状(契約期間・対象業務・共同団体)
と、システム更改の方向性(時期・対象業務・共同化予定など)
を全団体で共有し、システムライフサイクルを総括し、定期的
に情報発信し続けるコミュニティ活動により、情報の非対称性
解消に向かい、より良い自治体クラウド市場になるのでは！



なにかありましたらお気軽にご連絡ください

群馬県前橋市 政策部 情報政策課

E-mail：joukan@city.maebashi.gunma.jp

電話：027-898-5880

LGWANmail：joukan@city.maebashi.lg.jp
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ご清聴ありがとうございました
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